
f¶¶第 ４ 章　 イ ン フ ラ の 新 技 術 と サ ー ビ ス

ＬＡＮ技術の進化

･･100M ビットの普及とワイヤレス製品の登場１

ＬＡＮの高速化

現在最も淬及しているＬＡＮは10M ビ ットのイーサネット　 最

近ではこれを標準で備えたパソコンも増えてきている　 また、

ハブなどの価格は数年前に比べて10 分 の1に ﾄ が゙ り、安価な機

材がａ富に揃９ているため、勧|人で複数台パソコンを所有して

いる場合でも10M ビ ットのイーサネットを導人している例が多

い

しかし、人きな企業では10M ビ ットの速度では不足してきて

いる　より鳥速なネットワークを選択することで解決できるが、

すでに敷設した10M ビ ットイーサネットとの親和性を熊視する

わけにはいかない、10M ビ ット以llのＬＡＮの規格はいろいろあ

るが、ファスト イーサネットは|DM ビ ットイーサネットとバケ

ットサイズが同じでイーサネット スイッチ製111111を使川して10M

ビッ トのイー廾 ネットと混在できるため、100M ビ ットのファ

ストイーサネットが今後は淬及するだろう……

各パソコンに装着するネットワークインターフェイスカード

は、10M ビ ットのイーサネット製111111と価格的にはほとんど変わ

らず、ファスト イーサネットのネットワークインターフェイス

カードであれば10M ビ ットとしても使JI』できる　塊在、100M

ビットの環境がまったくない場合でも、今後の新規導人の|際に

はぜひともファストイーサネット製品を選択しておくべきだろ

う

]00M ビ ットのファストイーサネットの場合、カテゴリー5と

呼ばれるアンシールドッイストベアケーブルで使川しなければ

ならず、 また、10M ビ ットの イーサネット同様、ハブと呼ばれ

る集線装置が必要となる。 カテゴリー5 ケーブル自体はこれま

での10M ビ ット川のケーブルと比･|倪しても鳥価ではないが、こ

うしたヶ－ブ ル設備は敷設に要する| コt 費の比屯が人きいた

め、できるだけカテゴリー5 ケーブルで敷設しておきたいI。

ネットワークインターフェ イスカード、ケーブルなどは価格

ｲ･がないうえに親秬1゙ Iﾐも鳥いため、すぐにでもファストイーサ

ネットに移行したいところだが、現在はハブやイーサネット

スイッチ製品が1DM ビ ットJljの製IwIと比較すると割鳥とｊ わざ

るをえない　 しかし、98 年の存の段階で安価な製IIｕIIが実際に出

荷され始めている　98 年後ｔには慳及が大きく進むだろう

なお、すでにIG ビ ット(1,000M ビ ット) というファスト イ

ーサネットの10 倍の速度を持つ 製品も出てきているが、これは

安価になるまで様r･ 見になるだろう｡

ワ イヤレ スLAN

ワ イヤレスＬＡＮといった場介、その川途に応じて２つある､I，

|つ はビル間接続川のＬＡＮである.､L ΛＮは文字どおり近くを接

続するもので、通常】つのフロア( 階) や甲. －ビル内というケ

ースが圧倒的に多いが、企袰など複数のビルに分散している場

合もある　これらビル間の接続に通常よく使われるデジタルI､ljl(

JI)線 の代わりにワイヤレスの製111111を使川する場介がある.

ヶ－ブルを使川しないワイヤレス製品としては、レーザービ

ームを媒体とするものが 一片前から広く知られているが、ここ

数年の間に赤外線を媒体とする製111111もIlj‘場 にひ場してきてお

トインターネット白書'98

り、10M ビ ットは赤外線、それ以llの100M ビ ットはレーザー

ビームが現在のド流である‥価格もレーザービーム初期の頃と

比恢してそれぞれ人幅に安価となってきており、相応のデジタ

ル引lj線を使川した場合のコストと比恢すると、2 分の1から１

分の1 程度となる場介もある

しかし、こうしたレーザービームや赤外線を媒体としたもの

は、基本的に1111:線での見通しが必要であり、到達距朗も100m

～ＩＫｍ程度という条件が必要だ

もう1つ の｢ ワ イヤレスＬ･丶Ｎ_ は、モバイルという、?槊とと

もに片及し始めた ノートパソコンJljの製lilll,だ　 ノートパソコン

は持ち歩きが11｣'能なため、室内での机以外の場所へのちょっと

した移動や、企袰内での会議室への持ち込みなどもII｣'能であれ

ば行いたいと考えるだろう

こうした製品は、その媒体に小屯力の高川波((; Ｈｚ) を使川

しており、到達距離はごく小さいが、レーザービームや赤外線

で必要だったn't線での兄通しは必要なく、室内やフロアでの使

Jljに 最適といえる､、もちろん、デスクトップパソコン川の製I'1111

もあ り、すべての機材を無線ＬＡＮで接続することもll｣'能だ 。

これまでの常識であったLANjl｣ の ケーブ ルが不Jljなため、

室内の美観も損ねず、また導人コストの人きな比巾を閉めてい

たケーブル敷設| コ1が 不川である

しかし、現在Ilj販されている製品は微弱とはいえ媒体が電波で

あり、米国製111111がそのまま日本国内で使川できるとは限らない

また1～2M ビット程度の速度しかなく、各自が使Jljする クライア

ントマシンならともかく、ファイルサーバーとなると小足するこ

とがf 想される　ワイヤレスＬＡＮの規格であるIE日<2802.11では通

常のイーサネットと同じ10M ビットやそれ以llの速度の検討も始

ま･･』ている、

(池III健 レ インプレスグルーブラボ)
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写真1　米国ネットウェーブ社製のワイヤレスＬＡＮ。これは

国内の周波数に対応した製品も発売されている
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